
（財）愛媛県埋蔵文化財調査センターⅧ　出資法人及び県所管課による評価（１次評価）

取組み項目 取組の目標達成の評価

組織体制の見直し ある程度達成している。

経営基盤の充実・強化 ある程度達成している。

役職員数及び給与制度の見直し 十分達成している

財政的関与の見直し 十分達成している

人的関与の見直し 十分達成している

経営情報の開示 十分達成している

１　出資法人の自主性・自律性の向上に向けた取組

（1）組織体制の見直し

【評価：ある程度達成している。 】

（２）経営基盤の充実・強化

【評価：ある程度達成している。 】

（３）役職員数及び給与制度の見直し

【評価：十分達成している 】

２　県の関与の適正化に向けた取組

（1）財政的関与の見直し

【評価：十分達成している 】

（２）人的関与の見直し

【評価：十分達成している 】

３　経営情報等の積極的な開示に向けた取組

【評価：十分達成している 】

４　総合的評価

●取組の評価分布図 ●個別取組項目の評価総括表

・総務課は道後公園の管理受託の終了に伴い、１７年度末で湯築城資料館の全職員5名を削減するとともに、調査課は１８年度から係の数を３係から２係に
削減した。
・分散していた本部と整理事務所を１７年度に移転統合したところであり、引き続き効率的な組織運営に努めている。
・職員の資質向上を図るための体制を一層整備する必要がある。

・発掘成果の展示会、現地説明会の実施、機関紙の発行、財団ホームページの充実により、積極的に公開に努めている。

・組織体制の見直し、経営基盤の充実・強化については、より積極的な取り組みを検討している。
・財政的関与の見直し、人的関与の見直し、経営情報等の積極的な開示に向けた取り組みについては、十分に取り組めていると考えている。

・当期収支差額（損益）の軽減に努め法人税の軽減を図った。
・国土交通省･県教育委員会を交えた連絡調整会（年2回）を開催し、各年度ごとの実施事業量の平均化に努めている。

・民間人を含め経営能力や専門性の高い人物を登用するため民間から理事１名を選出する。
・18年度から県が取り組む「給与構造改革」及び「臨時的給与削減」に準拠した。

・財団の運営は事業者からの委託料で行っており、そのための補助金を県から受けていない。なお、引き続きコスト縮減等、健全な運営に努めている。

・財団の自主的･自立性を高めるため、県派遣職員の比率の逓減を図った。
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